





































































Shusaku Endo and Setagaya （1）
Mika  Fueki
This paper is the first part of a serial work on the biographical details of 
Shusaku Endo （19（3-1996） whose complete diaries （Endo Shusaku Zen-Nikki, 
in （ volumes） were published in （018. The author focuses on the time Endo 
spent in Setagaya, Tokyo, where he resided for more than 10 years between 
194（ and 1958, except for some intervals away from the place. The author 
discusses the relationship between the novelist and Setagaya.
The author delves into Endo’s essays, fictions, recollections by his wife, 
writings by his teachers and other contemporaries, and looks at the social 
background to Endo’s life such as transportation route maps, and tries to 
understand what motivated the author to become a writer for life during his 
days in Setagaya. 
The first two sections on “The sense of shame and guilt toward his 
mother“ and “An encounter with Saku Sato” suggest that Endo flew from the 
pressure he felt from his Christian mother and moved from Kansai to 
Setagaya where his divorced father lived. There, by chance, he got a book 
Outline of French Literature （ Furansu Bungaku Sobyo, 1940） by Saku Sato, 
who became his mentor. The author concludes that, thanks in part to 
encounters with Saku Sato and other literary friends, this period in Setagaya 
was instrumental in Endo’s formation. （To be continued.）
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自己規定を、文学的、思想的な「弱者の論理」にまで磨きあげさせ、精度を高めさせた現実の出来事がある。母親郁 葛藤のドラマで る。そして、それが遠藤の「秘密」の核心を握り、同時に遠藤文学 核をなすものとなる」と、諸氏が述べているとおりである。
父の家、世田谷区経堂は、遠藤にとって母への裏切り、うしろめたさを





































































































































































































































































































































さった。生れてはじめて小説家からサイン入りの著書をもらったので感激のあまり体が震えるようで、碓氷峠をくだる汽車のなかでむさぼるように読んだ。／なぜそのようなことを急に書いたかというと、あ 日、あの汽車の中で私ははじめてモーリヤックの名やその小説論の一節をこの随筆によって知ったからである。そしてそのモーリヤックがとも くもその後に小説家になった私に大きな影響を与えたからでもある。 ／
（中略）
／ともあれ、堀氏の随筆







「潮流」 「小説家」 「詩人」の三項目に分かれ、 「潮流」には「新カトリック文学運動」 「カトリック文学の位置」などの論文が並び、また「小説家」には「モオリアックの場合」などが並んでいる。遠藤の目を十分引きつける書物であったろう。
以上、遠藤はカトリック信者でありフランス文学に惹かれる素地を持っ





















































やに逗留していたときのエピソードとし 「中仙道に面した角の部屋に君が泊っており、私の部屋はその隣りであった。ときどきお互に襖越しに声を掛けて話し合ったり、散歩に誘い合ったり 」 回想しているほか、昭和十年
（一九三五）
ごろ堀・神西清・織田正信・伊藤織雄と佐藤朔の五















































じた後で、 「以上のと ろで僕の抄は終つてゐる。これ らもつとあとがあつたのやら ないのやら、僕 もうすつかり忘れ しまつてゐる。佐藤朔君にでも今度会つたら、それを調べて置いて貰はう」と閉じている。既に引用したとおり、 『フランス文学素描』も『曠野』も、どちらも遠藤が手に取り、感銘を受けた書物である。そ 二冊 書物 は二人の名前が響き合うように登場していたの 。遠藤にとって『フランス文学素描』は、その中 自身が敬愛する堀辰雄の名前が記されて る、信用に足る書物であり、佐藤朔のことを訪ね きっかけを有した書物であった 言える。























































































出した頃―こう い 途端 すぐ眼にうかぶ は、 中の渋谷宮益坂から青山都電通りにかけて 寂莫とした風景である。
（中略）
／なぜそういう























































（② 「佐藤朔先生のこと」 、⑧「佐藤朔先生の思い出」 ）
、もしくは「一週
間に









ほどであった。② 「佐藤朔先生のこと」には、 「当時の佐藤先生のお宅は駅をおりてから、かなり長い道を歩かねばならなかった。右も左も焼けあで、その焼けあとをいつまでも歩いていると途中 一本の大きな樹があり、
─（11）─
















































































































































































































































































































































































4（）世田谷区ホームページ 旧住所から新住所へ検索対照表」 。 （
4）参照。
 （
43） （
1（）に同じ。
 （
44） 『夫
・
遠藤周作を語る』 （聞き手鈴木秀子
　
平
1（ 二〇〇〇）
・
9、文春文庫）
 （
45）佐藤朔「 「アデンまで」まで」 （
（1）に同じ。なお、 『遠藤周作展』 （世田谷
文学館、平
10（一九九八）
・
4）には「堀辰雄の紹介状をもって」と説明さ
れている。
─（13）─
 （
46）日本文藝家協會版『文藝年鑑』昭和二十三年度版（昭
（3（一九四八）
・
9、
桃蹊書房、のちに昭
61（一九八六）
・
4覆刻発行、日本図書センター）に拠
ると、 「杉並区大宮前一ノ六ノ五五」で、最寄り駅は東京急行電鉄永福町。『遠藤周作と
P
aul E
ndo 母なるものへの旅』 （平
19（二〇〇七）
・
9、町田
市民文学館ことばらんど）には、永福町駅から佐藤宅までの道順を示した、佐藤朔の遠藤周作宛はがき（昭
（0（一九四五）
・
11・
9付
　
長崎市遠藤周作
文学館蔵）が掲載されている。なお、そのはがきには〈帝都線〉と書かれているが、昭和八年（一九三三）の井の頭線開通当初は〈帝都電鉄株式会社〉であった。これは昭和十五年（一九四〇）小田原急行鉄道と合併、昭和十七年（一九四二）に さらに他社と合併し、東京急行電鉄となった（京王電鉄ホームページ「京王電鉄
50年史」
https://w
w
w
.keio.co.jp/com
 
pany/corporate/sum
m
ary/history/history_01.htm
l ） 。
 ＊
 便宜上、すべての引用文献について旧字体は新字体に改め（ただし固有名詞は除く） 、ルビは省略した。
 ＊ホームページの最終アクセス日は二〇一九年五月五日である。 ＊
 佐藤朔『フランス文学素描』 詳細を調査するにあたっては、世田谷文学館のお世話になった。ここに記して感謝申し上げる。
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みか
　　
日本語日本文学科）
